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款 ５ 労働費 項 １ 労働諸費 目 １ 雇用・労働対策費 

事 務 事 業 名 雇用・労働環境向上事業 

決 算 額（円） 財 源 内 訳  （円） 

10,664,525 
国庫支出金 道支出金 市債 その他 一般財源 

  6,200,000 1,177,000 3,287,525 

事 業 目 的  

勤労者等の表彰、出稼ぎ労働者の援護等勤労者福祉の充実を図るとともに、勤労者の労働条件の改善や雇

用安定維持を図ることにより、勤労意欲を向上させる。さらに、市内事業所における人材確保と雇用拡大を

推進する。 

事業内容及び成果  

１ 褒賞の授与・表彰等、勤労者福祉施策の実施 

⑴ 勤労者等褒賞表彰 

区       分 表彰者数 期   日 場   所 

優良技能者 ０人 
１１月２４日（水） 芦別商工会議所 

中小企業優良勤労者 １人 
 

⑵ 雇用及び技能取得のための施策 

① 各種資格試験、認定講習の奨励 

② 技能及び職業訓練等の助成 
 

⑶ 出稼ぎ労働者援護対策事業 

区         分 内   容 

出稼ぎ労働者手帳の発行 発行者なし 

出稼ぎ前無料健康診断の実施 受診者なし 
 

⑷ 芦別地区連合会、芦別技能協会に対する交付金の交付 

  ① 芦別地区連合会交付金１，０７３，０８３円（加盟数６組合 ３１７人、労働相談件数４件） 

  ② 芦別技能協会交付金      １５７，０８９円（会員数３８人：一般会員１８人、賛助会員２０社） 
 

２ 人材確保・雇用拡大施策の実施 

 ⑴ 市内企業見学会の実施（主催／芦別市、共催／芦別商工会議所） 

開 催 日 時 令和３年７月１３日（火）～１４日（水） 

見学企業数 ８社 

参 加 者 数 ２１名（芦別高校 ２０名、富良野緑峰高校 １名） 
 

 ⑵ 合同企業説明会の開催（主催／芦別商工会議所、共催／芦別市） 

    新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止 
 

⑶ ＮＡＫＡＳＯＲＡにこよう推進協議会（構成市町：滝川市、赤平市、芦別市、上砂川町） 

  ① バーチャルリアリティー（ＶＲ）で企業見学ツアー 

   動画制作事業 

ＶＲ動画作成企業数 ４社（構成市町 各１社） 

動 画 完 成 日 令和３年８月４日 

   ＶＲ動画出張紹介事業 

学校名 実施日 参加生徒数 

星槎国際高等学校 令和３年１０月２９日（金） ２６名 

滝川西高等学校 令和３年１１月 ９日（火） １０名 

芦 別 高 等 学 校 令和３年１２月２２日（水） １６名 
 

② オンライン採用活動セミナーの開催 

開催日時 令和３年１１月２日（火） 

開催場所 オンライン 

参加者数 １９社（うち市内企業１社） 
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⑷ 新規学卒者等雇用奨励金の交付 

    新規学卒者雇用分 

    第２年度分     １，８００，０００円（ ６件） 

    第３年度分     ２，２００，０００円（１１件） 
 

 ⑸ ふるさと就職奨励金の交付 

第１年度分       ８００，０００円（１６件） 

    第２年度分       ８００，０００円（ ８件） 

    第３年度分     １，８００，０００円（１８件） 
 

 ⑹ 市外高校からの新規学卒者就業促進活動 

実 施 時 期 令和３年８月２３日（月）～２４日（火） 

訪問高校数 １０校 
 

 ⑺ 就職支援サイト「芦別しごとナビ」運営業務（委託先：芦別商工会議所） 

閲覧ユーザー数  ３，３８４件 

ア ク セ ス 数  ５，４５５件 

個人登録者数     ２０名 
 

３ 日本ソーイング株式会社北海道工場閉鎖に伴う対応（令和２年９月３０日閉鎖、従業員８０名） 

 ⑴ 日本ソーイング株式会社北海道工場対策本部会議（本部長：副市長） １回開催 

   解散日 令和４年４月３０日 
 

 ⑵ 国、道と連携した取組（令和４年４月３０日終了） 

① 厚生労働省北海道労働局（ハローワーク滝川） 

「滝川地域大量雇用変動等対策本部」を設置し、再就職支援窓口の開設 

② 北海道空知総合振興局 

特別相談室の設置 
 

 ⑶ 従業員の動向 

    再就職の状況（令和４年３月３１日現在）     

求職者数 就職者数 不明又は未就職 

７４名 
４５名 

（６０．８％） 
２９名 
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＜事務事業評価結果＞ 

根拠・関係法令 
補助金等交付条例、新規学卒者等雇用奨励金交付条例（令和
２年３月廃止）、ふるさと就職奨励金交付条例、勤労者等褒
章規則 

自治事務 

1. 必要性 
（市が実施しなければな
らない理由など） 

■ 高  い 
□ 低  い 

雇用の確保に係る施策は、市の人口流出の抑制、産業基盤を支
えるために必要性が高い事業である。 

2. 成果 
（市民福祉の向上は図ら
れているかなど） 

■ 向上した 
□ 低下した 

少子化の影響による新規学卒者の人数は減少傾向にあるもの
の市内企業に就職した新規学卒者の人数、離職率は横ばいに
推移している。 

3. 要望 
（市民・団体等からの要
望など） 

■ 有 
□ 無 

行政改革推進委員会から、今後も住み続けたいと思えるまち
にしていくためには、既に実践されているインターンシップ
に加え、企業見学会の対象学年や機会も増やすなど、生徒たち
に地元企業の良さや芦別の魅力を直接伝えるような取組が必
要であること、また、雇用の創出等による安心して暮らせるま
ちにするために、地元企業の求人状況が伝わる仕組みづくり
や地元企業との雇用のマッチングが図られるような取組を推
進すべきとの提言を受けている。さらに、中空知管内における
起業・事業承継センター等の設置などにより、起業相談等の充
実を図るほか、地元企業の求人活動に対する行政支援など新
たな取組を推進すること、加えて、高齢者がいきいきと暮らせ
るまちにしていくには、シルバー人材センターの設立などを
検討すべきとの提言を受けている。 

4.行財政改革（改善・ 
改革等）の取組 

事務事業
の休止・廃
止など 

■有 
□無 

行財政改革の実施に伴い、令和元年度をもって、新規学卒者等
雇用奨励金制度を廃止し、令和２年度からふるさと就職奨励
金交付条例に基づく奨励金額を減額している。 

コスト縮

減など 

■有 
□無 

削減効果額 
新規学卒者等雇用奨励金の廃止  4,000千円 
ふるさと就職奨励金の減額     750千円 

他の事業
との統合
や民間委
託など 

□有 
■無 

― 

＜今後の方向性＞ 総合判定 

芦別商工会議所と連携し、多くの高等学校や大学等への訪問活動の実施及び市内企業説
明（見学）会を開催するなど、市内企業における人材確保を推進していく。 
なお、上記の提言を受けているものの、市内のみならず、広域で空知総合振興局や中空
知定住自立圏構想推進会議等においても合同企業説明会を開催しており、生徒には複数
回にわたる情報収集の機会があることから、現状どおり事業を進めていく。 
また、就職希望者と企業のマッチングについては、令和３年度に運用を開始したウェブ
サイト「芦別しごとナビ」を通じて、安定した求人情報の提供と人材確保事業の強化を
図っていく。 
さらに、事業承継については、国が設置している事業承継引継ぎ支援センター（札幌市）
を活用いただくほか、商工会議所及び金融協会と連携し、事業承継に係る取組を推進す
る。 
創業や起業についても従来どおり商工会議所を窓口として、支援制度の紹介等を行って
いく。加えて、地元企業の求人活動に対する支援としては、空知管内の高校訪問による
企業ＰＲ活動を継続していくほか、令和３年度には新型コロナウイルス感染症の影響か
ら実施することができなかった大学訪問を加えながら支援に努めていく。 
シルバー人材センターの設立については、市からの運営費補助が多額となることが想定
されるため、現状では困難であるものの、高齢者の労働力を社会に活かす視点では「芦
別しごとナビ」の中で、シルバー人材の求人需要のページを設け、労働力不足の解消と
高齢者の生きがいづくりの一助となるよう取り組んでいく。 

継 続 

 


